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Ⅰ はじめ に

市 町 村 合 併 が 全 国 的 に 進 め ら れ る 中 、 本 県 に お い て

も 、 市 町 村 の 合 併 の 特 例 に 関 す る 法 律 に 基 づ き 市 町 村

の 合 併 が 進 め ら れ 、 平 成 １ ７ 年 度 末 ま で に は ３ ３ 市 町

に 再 編 さ れ る こ と と な っ た が 、 こ れ に 伴 い 、 県 議 会 議

員 の 選 挙 区 の 基 本 で あ る 郡 市 の 区 域 に つ い て 、 県 内 全

域にわた り変更 される に至っ た。

ま た 、 平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 １ 日 現 在 で 国 勢 調 査 が 行 わ

れ る こ と か ら 、 そ の 結 果 を 踏 ま え た 議 員 定 数 等 の 見 直

しが必要 となっ た。

こ の よ う な こ と か ら 、 平 成 １ ９ 年 ４ 月 に 予 定 さ れ る

県 議 会 議 員 の 次 の 一 般 選 挙 に 向 け て 、 こ れ ら 市 町 村 合

併 の 状 況 や 国 勢 調 査 の 結 果 を 踏 ま え 、 県 内 全 域 を 視 野

に 入 れ た 議 員 の 選 挙 区 及 び 各 選 挙 区 に お い て 選 挙 す べ

き 議 員 の 数 等 を 調 査 研 究 す る 必 要 が 生 じ た と こ ろ か

ら、本委 員会が 設置さ れたと ころで ある。

本 委 員 会 に お い て は 「 県 内 市 町 村 合 併 の 進 行 に よ、

る 郡 市 の 区 域 の 変 更 後 の 議 員 の 選 挙 区 及 び 各 選 挙 区 に

お い て 選 挙 す べ き 議 員 の 数 等 に つ い て 」 及 び 「 国 勢 調

査 に よ る 新 た な 人 口 で の 議 員 の 選 挙 区 及 び 各 選 挙 区 に

お い て 選 挙 す べ き 議 員 の 数 等 に つ い て 」 の 重 点 テ ー マ

を 設 定 し 、 必 要 な 調 査 研 究 を 行 っ て き た と こ ろ で あ る

、 、 。が 本 報告書 は そ の結果 を取り まとめ たもので ある
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Ⅱ 委員会 の活動 状況

１ 平成 １７年 ３月２ ３日（ 水）

〔第１ 回委員 会 定 例会中 〕

第 ２ ７ ９ 回 定 例 会 に お い て 本 委 員 会 が 設 置 さ れ 、

委 員 が 選 任 さ れ た 。 正 副 委 員 長 の 互 選 の 結 果 、 委 員

長 に 梶 克 之 委 員 、 副 委 員 長 に 阿 久 津 憲 二 委 員 が 選 任

された 。

２ 平成 １７年 ４月２ ８日（ 木）

〔第 ２回委 員会 閉会中 〕

()重 点テー マを協 議し、 次のと おり決 定した。1

「 県 内 市 町 村 合 併 の 進 行 に よ る 郡 市 の 区 域 の 変 更

後 の 議 員 の 選 挙 区 及 び 各 選 挙 区 に お い て 選 挙 す べ

き議 員の数 等につ いて」

「 国 勢 調 査 に よ る 新 た な 人 口 で の 議 員 の 選 挙 区 及

び 各 選 挙 区 に お い て 選 挙 す べ き 議 員 の 数 等 に つ い

て」

()年 間活動 計画を 協議し 、決定 した。2

３ 平成 １７年 ６月１ ３日（ 月）

〔第３ 回委員 会 定 例会中 〕

、 、()関 係法令 につい て 県市 町村課 から説 明を受け1

質疑 を行っ た。

( ) 市 町 村 合 併 の 進 捗 状 況 に つ い て 、 県 市 町 村 課 か2
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ら説 明を受 け、質 疑を行 った。

( ) 議 員 の 選 挙 区 及 び 各 選 挙 区 に お い て 選 挙 す べ き3

、 。議員 の数等 につい て 協議 及び意 見交換 を行った

４ 平成 １７年 ７月２ ５日（ 月）

〔第 ４回委 員会 閉会中 〕

議 員 の 選 挙 区 及 び 各 選 挙 区 に お い て 選 挙 す べ き 議

員 の 数 等 に つ い て 、 協 議 及 び 意 見 交 換 を 行 い 、 選 挙

区 等 に つ い て 見 直 し が 必 要 で あ る と の 合 意 に 至 っ

た。

５ 平成 １７年 １０月 ４日（ 火）

〔第５ 回委員 会 定 例会中 〕

議 員 の 選 挙 区 及 び 各 選 挙 区 に お い て 選 挙 す べ き 議

員の数 等につ いて、 協議及 び意見 交換を 行った。

６ 平成 １７年 １１月 ２１日 （月）

〔第 ６回委 員会 閉会中 〕

議 員 の 選 挙 区 及 び 各 選 挙 区 に お い て 選 挙 す べ き 議

員 の 数 等 に つ い て 、 協 議 及 び 意 見 交 換 を 行 い 、 平 成

１ ８ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で に 合 併 す る 市 町 村 の 区 域 は 、

次 回 平 成 １ ９ 年 ４ 月 の 一 般 選 挙 か ら 新 た な 郡 市 に よ

る 選 挙 区 で 行 う こ と と し 、 １ ８ 選 挙 区 、 総 定 数 を ５

０人と するこ とで合 意に至 った。
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７ 平成 １７年 １２月 １６日 （金）

〔第 ７回委 員会 定 例会中 〕

( ) 平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 １ 日 現 在 で 行 わ れ た 国 勢 調 査1

の 結 果 に 基 づ き 、 議 員 の 選 挙 区 及 び 各 選 挙 区 に お

い て 選 挙 す べ き 議 員 の 数 等 に つ い て 、 協 議 及 び 意

見 交 換 を 行 い 、 選 挙 区 名 及 び 各 選 挙 区 に お い て 選

挙す べき議 員の数 につい て合意 に至っ た。

( ) 報 告 書 骨 子 （ 案 ） に つ い て 、 検 討 を 行 っ た 。2

８ 平成 １８年 １月２ ５日（ 水）

〔第 ８回委 員会 閉会中 〕

報告 書（案 ）につ いて、 検討を 行った 。
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Ⅲ 検討経 過

１ 平成 １４年 ７月の 議員定 数等検 討会報 告書

日 光 市 選 挙 区 と 今 市 市 選 挙 区 と を 合 区 し 議 員 定 数

を ２ 人 と し 、 総 定 数 を １ 人 減 の ５ ４ 人 と す る 、 そ の

他 の 選 挙 区 及 び 選 挙 区 別 議 員 定 数 の 見 直 し に つ い て

は 、 今 後 の 地 方 行 財 政 制 度 や 市 町 村 合 併 の 動 向 な ど

を見極 めなが ら行う べきと された 。

こ れ に 基 づ き 、 栃 木 県 議 会 議 員 の 定 数 並 び に 選 挙

区 及 び 各 選 挙 区 に お い て 選 挙 す べ き 議 員 の 数 に 関 す

る 条 例 が 改 正 さ れ 、 平 成 １ ５ 年 ４ 月 の 県 議 会 議 員 一

般選挙 が行わ れた。

２ 平成 １６年 １２月 の議員 定数等 検討会 報告書

市 町 村 合 併 に 伴 う 県 議 会 議 員 の 選 挙 区 に つ い て

は 、 ( )市 町 村 合 併 か ら 次 の 一 般 選 挙 ま で に 生 じ た1

補 欠 選 挙 に つ い て は 、 市 町 村 の 合 併 の 特 例 に 関 す る

法 律 等 に よ り 従 前 の 選 挙 区 で 行 う こ と で 意 見 の 一 致

を 見 た が 、 ( )次 の 一 般 選 挙 と そ の 任 期 中 の 選 挙 に2

つ い て は 、 今 後 の 市 町 村 合 併 の 進 展 を 待 っ て 、 県 全

体 に わ た る 選 挙 区 の 見 直 し を す る べ き で あ っ て 、 当

面 、 従 前 の 選 挙 区 と す べ き と す る 多 数 意 見 と 、 市 町

村 の 合 併 の 特 例 に 関 す る 法 律 に よ り 平 成 １ ８ 年 ３ 月

３ １ 日 ま で に 合 併 し た 市 町 村 に つ い て は 新 し い 郡 市

の 区 域 に よ る 選 挙 区 に す べ き と す る 少 数 意 見 の 両 論
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併記と なった 。

３ 選挙 区特例 条例の 成立

市 町 村 の 合 併 を 目 前 に し た 平 成 １ ６ 年 １ ２ 月 県 議

会 定 例 会 に お い て 、 栃 木 県 議 会 の 議 員 の 選 挙 区 の 特

例 に 関 す る 条 例 が 成 立 し 、 現 時 点 で は 、 県 全 体 に わ

た る 市 町 村 合 併 の 枠 組 み を 見 通 す こ と が 困 難 で あ る

こ と か ら 、 当 面 、 次 の 一 般 選 挙 と そ の 任 期 中 は 従 前

の 選 挙 区 と す る 特 例 を 定 め つ つ も 、 今 後 の 市 町 村 合

併 の 進 展 状 況 、 平 成 １ ７ 年 に 実 施 さ れ る 国 勢 調 査 の

人 口 等 を 勘 案 し て 見 直 し 、 必 要 が あ れ ば 特 例 条 例 等

の 改 正 な ど 必 要 な 措 置 を 講 ず る と の 附 則 が 加 え ら れ

た。

４ 議員 定数等 特別委 員会の 設置

以 上 の 経 過 を 受 け 、 平 成 １ ７ 年 ３ 月 の 県 議 会 定 例

会 に お い て 、 市 町 村 合 併 が 進 行 し つ つ あ る 中 で 、 市

町 村 合 併 に 伴 う 県 議 会 議 員 の 選 挙 区 及 び 各 選 挙 区 に

お い て 選 挙 す べ き 議 員 の 数 等 に つ い て 調 査 研 究 を 行

う べ く 本 特 別 委 員 会 が 設 置 さ れ 、 現 在 ま で に ８ 回 の

委員会 を開催 し、報 告書を とりま とめた 。
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Ⅳ 検討課 題

○ 本 委 員 会 の 重 点 テ ー マ は 「 議 員 の 選 挙 区 及 び 各、

選 挙 区 に お い て 選 挙 す べ き 議 員 の 数 等 に 関 す る 調 査

研 究 に つ い て 」 と し 、 県 内 市 町 村 合 併 の 進 行 に よ る

郡 市 の 区 域 の 変 更 及 び 国 勢 調 査 に よ る 新 た な 人 口 の

状況を 把握し つつ検 討を加 えるこ ととし た。

ま ず 、 市 町 村 合 併 の 進 行 状 況 に つ い て は 、 平 成 １

６ 年 １ ２ 月 ３ １ 日 現 在 で 県 内 の 市 町 村 が ４ ９ 市 町 村

で あ っ た も の が 、 合 併 の 進 行 に よ り 、 平 成 １ ８ 年 ３

月 ３ １ 日 時 点 で は ３ ３ 市 町 に な る 見 通 し と な っ た こ

と か ら 、 新 し い 市 町 の 区 域 と 郡 市 の 区 域 に よ る 選 挙

区 と の 関 係 、 各 選 挙 区 人 口 の 状 況 等 を 勘 案 し て 検 討

を進め ること とした 。

○ こ の 場 合 、 新 設 合 併 が 行 わ れ た 市 町 に あ っ て は 、

首 長 選 挙 、 議 員 選 挙 と も 新 し い 市 町 の 区 域 で 行 わ れ

る こ と に な る こ と な ど か ら 、 市 町 村 合 併 後 、 一 定 期

間 経 過 後 の 県 議 会 議 員 の 選 挙 区 に つ い て は 、 新 し い

市 町 の 区 域 と す る こ と を 基 本 に 、 選 挙 区 と 併 せ て そ

、 。の定数 も見直 すべき との視 点に立 ち 検討 を進めた

○ ま た 、 県 内 で 市 町 村 合 併 が 進 め ら れ て い る 中 で の

市 町 村 議 会 に お け る 議 員 定 数 見 直 し の 動 向 、 本 県 人

口 の 推 移 、 行 財 政 改 革 の 動 向 等 を 踏 ま え た 議 員 総 定
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数のあ り方に ついて も検討 を行う ことと した。

Ⅴ 検討結 果

１ 議員 の選挙 区につ いて

( ) 現 在 の 議 員 の 任 期 満 了 前 に 補 欠 選 挙 等 の 事 由 が1

生じ た場合

任 期 満 了 前 の 補 欠 選 挙 に つ い て は 、 当 該 選 挙 が

前 議 員 の 任 期 を 補 完 す る も の で あ る こ と な ど か

、 、ら 市 町村の 合併の 特例に 関する 法律等 を適用し

従前 の選挙 区とす ること が適当 とされ た。

()現 在の議 員の任 期満了 による 次回の 一般選挙2

任 期 満 了 に よ る 次 回 の 一 般 選 挙 の 選 挙 区 に つ い

て は 、 周 知 期 間 等 を 考 え る と 、 一 定 の 時 期 ま で に

行 わ れ た 市 町 村 合 併 に 基 づ く 郡 市 の 区 域 に よ る こ

と が 適 当 で あ る た め 、 任 期 満 了 に よ る 次 回 の 一 般

選 挙 の 概 ね １ 年 前 で あ る 平 成 １ ８ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま

で に 行 わ れ る 市 町 村 合 併 に 基 づ く 郡 市 の 区 域 を 基

本と した。

、 、 、こ の場合 郡選 挙区の うち 市町 村合併の 結果

１ 町 だ け で 構 成 さ れ る こ と と な る 選 挙 区 や 他 の 選

挙 区 で 分 断 さ れ る こ と と な る 選 挙 区 の 扱 い が 検 討

さ れ た が 、 こ れ ら に つ い て は 、 ① １ 町 だ け の 郡 選

挙 区 は つ く ら な い 、 ② 他 の 選 挙 区 に よ り 分 断 さ れ

る 郡 選 挙 区 は つ く ら な い と の 考 え 方 の も と 、 隣 接
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す る 他 の 選 挙 区 と 合 わ せ て 一 つ の 選 挙 区 を 設 け る

こ と と し 、 合 区 に 当 た っ て は 、 衆 議 院 議 員 の 小 選

挙区 による ことが 適当で あると された 。

２ 議員 定数に ついて

県 内 の 市 町 村 合 併 が 進 行 す る 中 で 、 合 併 し た 市 町

村 は も と よ り 今 回 合 併 を 見 送 っ た 市 町 に お い て も 議

員 定 数 の 削 減 が 進 め ら れ つ つ あ る こ と 、 本 県 人 口 も

近 々 減 少 局 面 に 入 る こ と が 確 実 と さ れ て い る こ と

や 、 現 在 、 国 、 県 、 市 町 村 を あ げ て 行 財 政 改 革 が 進

め ら れ て い る こ と な ど を 勘 案 す る と 、 本 県 議 会 議 員

の 総 定 数 に つ い て も 、 地 方 自 治 法 に よ る 本 県 議 会 の

法 定 上 限 議 員 定 数 ６ ０ 人 の と こ ろ 、 現 在 既 に ６ 人 を

減 じ ５ ４ 人 と し て い る と こ ろ で は あ る が 、 こ れ か ら

更 に ４ 人 を 減 じ ５ ０ 人 と し 、 議 員 一 人 当 た り の 平 均

， 、人口を ４０ ０ ００人 程度と するこ とが適 当であり

こ の 総 定 数 を も と に 、 平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 １ 日 現 在 の

国 勢 調 査 人 口 に 比 例 し て 、 各 選 挙 区 に 定 数 を 配 分 す

ること が適当 である とされ た。

３ 現 議 員 の 任 期 満 了 に よ る 次 回 一 般 選 挙 の 具 体 的 な

選挙区 と選挙 区別議 員定数 につい て

別 紙 の と お り と す る が 、 こ れ に よ り 、 選 挙 区 毎 の

一 票 の 最 大 較 差 は 、 平 成 １ ５ 年 ４ 月 の 一 般 選 挙 時 点

で み る と 、 議 員 一 人 当 た り の 選 挙 区 人 口 最 少 の 上 都
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賀 郡 選 挙 区 と 最 多 の 黒 磯 市 選 挙 区 と の 間 で ２ ． ７ ５

倍 （ 平 成 １ ２ 年 国 勢 調 査 人 口 ベ ー ス ） で あ っ た が 、

今 回 、 議 員 一 人 当 た り の 選 挙 区 人 口 最 少 の 下 都 賀 郡

南 部 選 挙 区 と 最 多 の 下 野 市 選 挙 区 と の 間 で １ ． ７ ９

倍 に ま で 改 善 さ れ 、 一 票 の 投 票 価 値 の 平 等 が 一 層 図

られる ことと なる。
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Ⅵ 今後の 取り組 み

、 、今回の 委員会 におい ては か ねてか らの懸 案であり

議 員 の 身 分 に 直 結 す る 困 難 な 課 題 に つ い て 、 委 員 を は

じ め 各 議 員 の 大 所 高 所 か ら の 判 断 に よ り 、 市 町 村 合 併

が 進 展 す る 中 で の 県 内 全 域 に わ た る 選 挙 区 及 び 選 挙 区

別 議 員 定 数 の 抜 本 的 な 見 直 し の 結 論 に 達 す る こ と が で

き 、 併 せ て 、 現 下 の 厳 し い 状 況 を 踏 ま え た 議 員 総 定 数

の大幅削 減につ いても 合意に 達する ことが できた。

今 後 は 、 こ の 報 告 に 基 づ き 、 任 期 満 了 に よ る 次 回 の

一 般 選 挙 に 向 け 、 関 係 条 例 の 改 正 等 必 要 な 準 備 を 早 急

に進めら れたい 。
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Ⅶ 栃木県議会議員の選挙区の名称

選 挙 区 名 称 左 の 区 域

宇都宮市・上三川町 宇都宮市及び河内郡のうち上三川町の区域

足 利 市 足利市の区域

栃 木 市 栃木市の区域

佐 野 市 佐野市の区域

鹿 沼 市 ・ 西 方 町 鹿沼市及び上都賀郡西方町の区域

日 光 市 日光市の区域

小 山 市 ・ 野 木 町 小山市及び下都賀郡のうち野木町の区域

真 岡 市 ・ 二 宮 町 真岡市及び芳賀郡のうち二宮町の区域

大 田 原 市 大田原市の区域

矢 板 市 矢板市の区域

那須塩原市・那須町 那須塩原市及び那須郡のうち那須町の区域

さくら市・塩谷郡 さくら市及び塩谷郡の区域

那須烏山市・那珂川町 那須烏山市及び那須郡のうち那珂川町の区域

下 野 市 下野市の区域

河 内 郡 北 部 河内郡のうち上河内町及び河内町の区域

芳 賀 郡 芳賀郡のうち二宮町の区域を除いた区域

下 都 賀 郡 北 部 下都賀郡のうち壬生町及び都賀町の区域

下 都 賀 郡 南 部 下都賀郡のうち大平町、藤岡町及び岩舟町の区域



人

人

人

選 挙 区 名
選挙区
人 口

配当
基 数

整数
端数
順位

人口比
例定数

備　　　　　　　　　考

宇都宮市 457,557
上三川町 31,590

足 利 市 足利市 159,752 159,752 3.961 3 1 4
栃 木 市 栃木市 82,336 82,336 2.041 2 17 2
佐 野 市 佐野市 123,914 123,914 3.072 3 15 3

鹿沼市 94,007
粟野町 10,137
西方町 6,977
日光市 16,377
今市市 62,040
足尾町 3,248
栗山村 1,933
藤原町 10,686
小山市 160,142
野木町 25,908
真岡市 66,360
二宮町 16,640

大 田 原 市大田原市 79,017 79,017 1.959 1 2 2
矢 板 市 矢板市 35,683 35,683 0.884 1 1

那須塩原市 115,031
那須町 26,692
さくら市 41,383
塩谷町 13,462
高根沢町 30,913
那須烏山市 31,151
那珂川町 19,866
南河内町 20,876
石橋町 20,488
国分寺町 17,761
上河内町 9,545
河内町 35,177
益子町 25,085
茂木町 16,404
市貝町 12,402
芳賀町 16,367
壬生町 40,103
都賀町 13,563
大平町 28,813
藤岡町 18,056
岩舟町 19,010

計 2,016,452 2,016,452 43 50
（注）選挙区名で用いた市町村名は、平成１８年３月３１日現在の名称

2

Ⅷ　平成１７年国勢調査結果に基づく栃木県議会議員の選挙区及び選挙区別議員定数

○平成１７年国勢調査人口（10月１日現在）

1

1

1

2

5

2

2,016,452

12

3

2

1

14

4

10

8

4

2

51

12

3

9

6

16

7

13

11

1

1

1

1

1.633

12

2

2

4

2

3

2

1

1.466

1.108

1.742

1.330

2.058

3.514

2.126

1.265

12.128

2.755

2.337

4.613

44,722

70,258

53,666

65,879

141,723

85,758

51,017

59,125

111,121

94,284

186,050

83,000

下 都 賀 郡 南 部

宇都宮市と河内郡のう
ち上三川町を合区

鹿沼市と上都賀郡西方
町を合区

那須塩原市と那須郡の
うち那須町を合区

さくら市と塩谷郡を合区

那須烏山市と那須郡の
うち那珂川町を合区

489,147

下 野 市

河 内 郡 北 部

芳 賀 郡

下 都 賀 郡 北 部

真 岡 市 ・ 二 宮 町

那須塩原市・那須町

さ く ら 市 ・ 塩 谷 郡

那須烏山市・那珂川町

宇都宮市・上三川町

鹿 沼 市 ・ 西 方 町

日 光 市

小 山 市 ・ 野 木 町

市町村人口

○総　　　　  定　　　　  数

○議員一人当たりの人口

50
40,329.040
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Ⅸ 委員会委員名簿

議員定数等特別委員会

委 員 長 梶 克 之

副委員長 阿久津 憲 二

委 員 一 木 弘 司

（第６回委員会から）委 員 本 多 勝 美

委 員 中 川 幹 雄

委 員 小 高 猛 男

委 員 島 田 文 男

委 員 野 田 尚 吾

委 員 三 森 文 徳

委 員 菅 谷 文 利

委 員 小曽戸 廣

委 員 平 池 秀 光

委 員 渡 辺 渡

委 員 板 橋 一 好

菅 沼 清（第１回から第４回委員会まで）

Ⅹ 調査関係部課

総務部 市町村課




